
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都立品川特別支援学校 学校だより    令和６年９月２日発行 
スモールステップ 

９月号  

実り多き２学期になるように       

 

 校長 田島 忍 

 
 本日、２学期の始業式を執り行いましたが、校長から児童・生徒たちに、いじめのよう

に人を傷付けることはせず友達を大切にして仲良くするように、また、いやな気持ちにな

ったら一人で我慢せず周りの大人に伝えるように話をしました。性暴力の根絶について

は、これまでも校内にポスターを掲示するなどして注意喚起をしてきましたが、御家庭と

連携を密にしてお子様の心と体を守っていくために、保護者宛ての通知、児童・生徒宛て

のお便り、相談シートを配布いたしましたので、御理解・御協力をいただきますようお願

いいたします。 

  ２学期は 12 月下旬までの長い期間になりますが、「継続は力なり」と言われるとおり、

通常授業の積み重ねを大切にしながら、児童・生徒一人一人の力を着実に伸ばしてまいり

ます。また、遠足、移動教室、修学旅行、学習発表会などの行事にも力を入れ、お子様た

ちが校外で新たな体験をして見聞を広め、一生懸命に練習した成果を発表して達成感を味

わえるようにして、実りの多い学期になるようにいたします。 

さらに、私が常々重視して推し進めているのは、児童・生徒たちが四季それぞれの風情

を感じながら心豊かに生活を送ることです。これから秋の魅力を味わえる季節になります

ので、始業式で虫の鳴き声、旬の食材、お月見、紅葉の話をしたところです。お子様の豊

かな心を育んでいくために、御家庭でも季節に関する話題などでお楽しみいただけました

ら幸いです。 

 

令和６年度 第２回全校保護者会及びスクールバス保護者会のお知らせ 

 

１ 開催日時  令和６年９月９日(月)  全校保護者会 10:00～10:30 ※受付 9:50～ 

                   スクールバス保護者会 10:40～11:20 

２ 場 所   多目的ホール 

 

本日、お知らせのプリントを配布しております。出欠アンケートを添付してありますの

で 9月 6日までに御回答いただけますようお願いいたします。 



 

 

 

                   

                        生活指導主任 赤荻浩之   

【防災教育 ～中学部１年生 宿泊防災訓練の様子から～】 

夏休み中、８月８日の「宮崎県日向灘沖」の震度６弱の地震の発生に続く、南海トラフ地震

臨時情報「巨大地震注意」の発表には、あらためて大規模地震への備えの重要性を感じます。

本校では、7月 5日(金)16 時から 6日(土)8時まで中学部 1年生が宿泊防災訓練を実施しまし

た。事前学習として「起震車体験」では、首都直下地震で予測さ 

れる震度７も体験、火災を想定した「煙ハウス体験」も行い、災 

害時の状況を体感しました。宿泊訓練では、今年度から「災害時 

用簡易トイレ体験」（洋式便器に吸収剤入りの袋をかぶせて用便 

する）を取り入れました。ほとんどの生徒が実際に用便するとが 

できましたが、一部の生徒は普段と違う状況に戸惑ってしまい用  

便できない生徒も見られ、災害時の生徒への支援の参考になりま    

した。また、男子は体育館、女子はホール、という広い空間で、 

薄いマットと毛布で就寝しました。(体育館は少人数でも声がと 

ても響くことも分かりました）訓練では、入浴はなし、食事は備 

蓄食（夜はカレーと白米、朝はライスクッキーとブラウンシチュー 

アレルギー対応食は、煮魚とけんちん汁）と普段とは全く異なる  

条件でしたが、災害時にはこの体験を生かし、落ち着いて生活で   

きることを願っています。        

 

【本校の防犯体制、防犯訓練について】 

今から 23 年前（2001 年 6 月 8 日）、大阪府池田市にある大阪教育大学附属池田小学校に刃

物を持った男が侵入し、児童 8名を殺害、児童・教員 15 名重軽症という大惨事が起きました。

この事件を機に学校の防犯体制が見直され、電子錠や防犯カメラの整備、防犯マニュアルの策

定や不審者対応訓練等が必須となりました。 

本校は通用門と玄関ドアの電子錠で二重のセキュリティに 

なっていますが、「不審者は侵入する」という前提で、毎年  【昨年の訓練の様子】 

夏季休業中に品川警察署の御指導で教職員「不審者対応研 

修」（さすまた等防犯用具の扱い、組織的対応）を行い、2  

学期に実際を想定した「不審者侵入対応訓練」を実施して 

います。不審者役は、警察官が行い、教員もさすまた等の 

防犯具で本気で対応します。教室で避難している児童・生 

徒の中には、廊下から聞こえる物音や怒声に驚き、泣いて   

しまう子もいる程激しい訓練です。            

今年度は 9 月 20 日に実際に「学校 110 番通報ボタン」を使用し、約５分後にパトカーで警

察官が到着し、不審者役を確保するまで、児童・生徒、教職員に被害を出さないように組織的

な対応でもちこたえるための訓練を予定しています。今後も、警察の御指導のもと、防犯対策

の一層の向上に取り組んでいきたいと思います。 

保護者の皆様には、明日、配布の「保護者入校ルールの徹底」をお読みいただき、安心・安

全な学校作りに御理解と御協力をお願いいたします。 

                                  


